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事務事業名 《橋りょう維持補修事業》

会計区分 事業類型 法定受託系一般会計
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担当部

直接実施・

運営

70 委託

平成１２年度以前 ～事業期間

総合計画

分野別計画

予算区分

橋りょうの計画的な管理を進める

道路課

維持係

34

平成３０年度以降

道路

担当課

2

都市基盤

橋りょうの長寿命化修繕計画の策定など、計画的な維持管理を進め、橋りょう管理コストを

縮減するとともに、安全性を向上させる。また、耐震設計を行い、耐震工事を行うことによ

り、震災時の緊急輸送、避難のための道路網を確保する。

・定期点検委託により橋りょうの現状を把握し、計画的な補修・耐震補強工事を行う。

・職員は、委託、工事の設計積算及び施工管理を行う。

○直接経費の内訳

【委託業務内容】

測量設計業務委託　　（委託料：　７，１９９千円）

大耕橋、常普請上橋、井領橋、中池橋

橋りょう現況調査委託業務委託　４１橋　　（委託料：　７，３６２千円）

橋りょう清掃業務委託　１件　　（委託料：　１，４４９千円）
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経費の内訳(割合)

道路法

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

4,521

0.00

0

72,053

55,254

78.7

44,468

0.00

0

86,353

0

0

4,521

0.00

0

4,521

0.00

78,134

61,441

8,718

費用合計

73,613 65,638

0

70,159

89.7

受益者負担

費

用

直接経費

正職員

国・県支出金

対前年比

その他財源

78,134

0

一般財源

Ｈ21決算額

橋りょう清掃業務委託　１件　　（委託料：　１，４４９千円）

橋りょう耐震整備計画委託　１件　　（委託料：　７８７千円）

【工事内容】

橋りょう耐震補修工事　２橋　　（工事請負費：１９，９７７千円）

砂原橋、高瀬橋

橋りょう補修工事　２橋　　（工事請負費：１３，９５９千円）

北屋敷橋、矢戸川３号橋

無

人件費
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人件費
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橋りょう定期点検において、耐震及び補修が必要と判定された橋において、耐震・補
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累積耐震工事実施橋

梁

39
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橋りょう長寿命化計画を策定するために必要となる、橋りょう定期点検を進め、災害時

の緊急輸送、避難路を確保するために計画的に耐震及び補修工事を実施している。

また、通常時の交通利便性・交通安全性の向上も図られている。

47
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H24

国からの補助金を事業費に充当することにより、事業費を抑えながら計画的に事業を

実施していく。
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事業実施におけ

る課題等

橋りょう定期点検において、耐震及び補修が必要と判定された橋において、耐震・補

修工事が追いついていない。橋りょう長寿命化のために、今後工事費の増額が必要

とされる。

継続的に橋りょう定期点検を進め、また、計画的に耐震及び補修工事を行うことにより、災害時

の緊急輸送、避難路を確保することができることとなるため、今後も現状のとおり継続的に事業

を実施する必要がある。
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橋は震災時の緊急輸送、避難のための道路網など、住民活動を営む上で重要な施

設である。適切な点検に基づいた補修を行う必要があるため、廃止をすればこれらの

機能を果たせなくなる。


